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埼玉県では県民がさわやかで安心してくらせる環境

をつくり、ゆとりと安らぎのある生活ができるような

盟かな彩の日づくりを日指しています。

災害に強い地域づくりを椎進する施策として、水害

を未然に防1十する河川整備事業が進められており、浦

和市内の芝川河川改修もこの事業の一つとして、行わ

れております。

芝川河川改修地内には、大道東遺跡の所在力所府認さ

れ、その取り扱いについては、関係機関が慎重に協議

を重ねてまいりましたが、このたび記録保存の措置を

講じることになりました。そのための発掘調査は、埼

玉県教育局生淵学習部文化財保護課の調整により、＿

事業団が埼玉県土木部河川課の委託を受け、実施いた

しました。

大道東遺跡が所在する芝川低地は、縄文時代に奥東

京湾が入り込み、往時の海岸線には山崎貝塚などが見

られます。海が退いた後は、近祉まで見沼と呼ばれる

天然の沼沢地となっていました。

近柾になってからは見沼は人上の溜井に変えられ、

灌漑用水源として下流域の水田地帯を潤しておりまし

た。しかし享保年間には経府の命により、見沼の干拓

が行われ、見沼代用水路を開削して、広大な水田地帯

となったことはよく知られているところです。

芝川低地では、縄文時代の多くの貰重な木製品を出

上した対能泥炭層遺跡や、丸木舟の一部が出七した四

本竹遺跡か知られております。

兌掘調査の結果、大道東逍跡からは多数の樹本とと

もに、縄文時代中期の木製品や七器が出tしました。

特にはほ‘‘全体が判明する丸木舟は、県内出土の丸木舟

のなかでも貴重な発見例となりました。

本書はこれらの成果をまとめたものであります。埋

蔵文化財の保護に関する教育。将及の査料として、ま

た学術研究の基礎資料として、広く御活用いただけれ

ば幸いと存じます。

刊行にあたり、発掘調杏に閃する諸調整に御尽力を

いただきました埼玉限教育局牛酒学習部文化財保護課

をはじめ、発掘調査から報告苫の刊りにいたるまで御

協力いただきました埼玉県土本部河川課、浦和市教育

委員会、並びに地元関係者各位に深く感謝申し上げま

す。

平成10年8月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調杏事業団

理事長荒井 桂



例言

1.本書は埼玉県浦和市に所在する、大道東遺跡に関

する発掘調査報告書である。

2.遺跡の賂号と代表地番及び発掘調査届に対する指

示通知は、以下のとおりである。

大道東遺跡（略号DIDHGS)

浦和市大字三宅字大道6521番地4他

平成9年5月26日付け教文第2-41号

3.発掘調査は、芝川河川改修に伴う事前調査であり、

埼玉県教育局生罪学習部文化財保護課の調整のあ

と、埼玉県士木部河川課の委託によって、財団法

人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が実施した。

4.本事業は、第1章の組織により実施した。本事業

のうち発掘調査は小野芙代子、伴瀬宗ーカ咀且当し、

平成 9年4月1日から平成 9年5月31日まで実

施した。整理報告書作成作業は上野真由美力咀1当

し、平成10年7月1日から平成10年 8月31日ま

で実施した。

5.遺跡の悲準点測鼠と航空写真は、株式会社写測に

委託した。遣物の巻頭カラー写真は小川忠博氏に

委託した。自然科学分析はパリノ・サーヴェイ株

式会杜に委託した。

6.発掘調査時の遺構写真撮影は小野と伴瀬が行った。

遺物写襄撮影は上野が行った。

7. 出七品の整理・図版の作成は主に上野が行い、丸

木舟の実測は小野か行った。本文の執筆は、 I-

1を埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課が、そ

れ以外は上野が行った。

8.本書の編集は、上野かあたった。

9.本書にかかる資料は平成11年度以降、埼玉県立

埋蔵文化財センターが管理・保管する。

10.本書の作成にあたり、下記の方々から御教示、御

協力を賜った。記して謝意を表します。浦和市教

育委員会、石岡憲雄、小川良祐、小倉均、大塚

達郎、笹森紀已子、堀口万吉、山形洋一（敬称

略）

凡例

1.本書の遺跡全測図におけるX・Yの座標値は、国

土標準平面直角座標第IX系に基づく座標値を、示

している。また、各遺構図における方位指示は、

全て座標北を示している。

2.退構図及び実測図の縮尺は、原則として以下のと

おリである。

遺構図 遺物出土状況… 1/100 

遺物 士器•••1/5 木製品・・ 1/4

その他のものに関しては、スケール及び縮尺率等

をその都度表記して示している。

3.挿図中のスクリーントーンは以下のことを示す。

遺物出土状況 ドット部分……炭化

4.遺構断面図における水平数値は、海抜高度を示し

ており、単位はmである。

5.本書に掲載した地形図は、建設省国土地理院発行

の1/50,000の地形図を使用した。
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ー 掘 の
1 調査に至る経過

埼玉県では、とくに南部を中心に都市化か進展し、

農地や林地の宅地化による自然の洪水調節機能の低下

によって、少量の降雨でも水害が発生する危険性か贈

大している。そのため、埼玉県では河道の改修等の治

水対策を積極的に進め、浸水被害の軽減を図っている。

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課では、このよ

うな各種開発事業に対応するため、開発部局と事前協

議を行って、文化財の保護と聞発事業との調整を進め

ているところである。

荒川水系の芝川については、大宮市東大宮から浦和

市大聞木に至る区間で改修工事か計画された。とくに

先行して浦和市大道地内の埋蔵文化財の所在及び取り

扱いについて、埼玉県土木部河川課長から文化財保護

課長あて、平成8年11月18日付け河第520号で照会が

あった。

これに対し、文化財保護課では、 11月22、27~29

日の4日間にわたって確認調査を行ったところ、従米

遺跡として登録されていなかった地域ではあったが、

縄文時代のものと思われる丸木舟や部材等力渇叫iされ、

縄文時代の遺跡であることが確認された。この調査の

結果から、平成 8年12月9日付け教文第1215号で、

河川課長あてに次のように回答した。

1 埋蔵文化財の所在

工事予定地には周知の埋蔵文化財が所在します。

名称 (No.) 大道東造跡 (01-270)

種別 その他の遺跡（包蔵地）

時代縄文時代

所在地浦和市三室大道東

2 取り扱いについて

工事計圃上、やむを得す上記の埋蔵文化財包蔵地の

現状を変更する場合には、事前に文化財保護法第57

条の3の規定による発掘通知を提出し、記録保存のた

めの発掘調査を実施してください。

なお、発掘調査については、当課と協議してくださ

しヽ。

発掘調査については、範岡確認調査の成果を受けて、

実施機閏である財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

と、県河川諜、南部河川改修事務所、文化財保護課の

四者で調整協議を行い、調査面積は500m'、平成9年

4月1日から 5月31Hまで実施することとなった。

発掘調査に先立って、埼玉県知事から文化財保護法

第57条の 3第1項の規定に枯づく発掘通知（平成 9

年5月19日付け河第117号）が、財団法人埼玉県埋蔵

文化財調宜事業団からは、同法第57条第 1項の規定

に基づく発掘調査届（平成 9年3月28日付け財埋文

第760号）力斗是出され、発掘調査が実施された。

なお、発掘調査届に対する県教育委員会教育長から

の通知番号は、平成 9年5月26日付け教文第 2-41 

号である。

（文化財保護諜）
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2 発掘調査◎報告書作成の経過

発掘調査

大道東遺跡の発掘調査は、平成9年4月1日から、

平成9年5月31日までの 2ヵ月間にわたって行われ

た。

4月1Hからユニットハウス設置、器材運搬などの

発掘準備を行い、 4月14日より重機による表土除去

作業を開始した。

表上は、試掘で確認されていた丸木舟が出土する層

まで除去し、その後遺物の確認作業を開始した。

その結果、多贔の自然の樹木とともに、土器や木製

品などか出土し、平面図や土層断面図の作成作業を開

始した。

4月下旬には、遺物の出上状況など細部の写真撮影

を行った。

5月初旬に空中写真撮影を行った。その後自然科学

分析のためのサンプリングを行い、丸木舟の取り上げ

の準備を開始した。

丸木舟の取り上げは、出七状態を維持するため、ウ

レタン樹脂を注人して行い、 5月中旬には丸木舟の搬

出が終了した。

丸木舟搬出後は、残っていた遺物の取リ上げなどを

行った。

5月19日からは調査区の埋め戻しを開始した。

5月ド旬に機材を搬出し、ユニットハウスを撤去し

た。その後、囲楕を撤去し木柵を復元して現況に戻し、

全ての発掘調査作業を終了した。

整理・報告書刊行

報告古の作成作業は、平成10年7月1日から平成

10年8月31日にかけて行った。

7月上旬から遺物の洗浄・注記を行い、 7月中旬に

は接合・復元を開始した。

遺物と並行して、図面整理も開始した。

7月中旬には、按合・復元した遺物の実測を開始し

た。 7月下旬には、実測の終了した遺物と、整理の終

わった遺構のトレースを実測と並行して開始した。

8月上旬に実測を終了した遺物の写真撮影を行い、

遺構と遺物の版組みを開始し、全体の割付を行った。

8月中旬に文章の執筆を開始した。

8月下旬以降は校正等を行い、 10月30日に報告書

を刊行した。
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3 発掘調査鬱整理。報告書刊行の組織

主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1) 発掘調計（平成9年度） (2) 整理事業（平成10年度）

理 事 長 荒井 桂 班！ 事 長 荒井 桂

副 珂 事 長 富田真也 副 珂里 事 長 飯塚誠一郎

寸声 双4ヵ 理 事 塩野 博 常務理事兼管理部長 鈴木 進

常務理事兼管理部長 稲葉文夫

理事煎調査部長 梅沢太久夫 管理部

庶 1マ女ヵ 課 長 金＋ 降

管理部 主 査 田中裕―

庶 マ叩欠 課 長 依田 透 主 任 長滝美智＋

主 フ`目 西沢信行 主 任 腰塚雄―

主 任 長滝美智子 専門調査員兼経理課長 関野栄

主 任 腰塚雄― 主 任 江田和美

専門調査員兼経理課長 関野栄 主 任 福田昭芙

主 任 江田和美 主 任 菊池 久

主 任 福田昭芙

主 任 菊池 久 資料部

資 料 部 長 増田逸朗

調査部 主幹兼資料部副部長 小久保徹

調資部副部長 今泉泰之
専門調査員

坂野和信
兼資料整理第一課長

調査第三課長 浅野晴樹 主任調森員 上野真由芙

主 木旦 小野美代子

主任調査員 伴瀬宗一
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II の立地と

火道東遺跡が所在している浦和市は、大宮台地の南

部に位置している。

大宮台地は、関東地方のはぼ中央に位置しており、

妻沼、加須、中川、荒川低地といった、広大な沖積低

地に周囲を囲まれている。大宮台地には多くの1受食谷

が発達しており、綾瀬川、几荒川の流れる 2条の侵食

谷は、大宮台地を北西から南東に縦断している。また

台地内には、侵食谷に向かい小さな侵食が多く進み、

谷は樹枝条となっている。これらの谷にも沖積低地が

発達しており、そのうち芝川、鴨川、江川、切敷川が

流れる谷が規模の大きなものとなっている。

今回報告する大道東退跡は、このうち芝）1|の流れる

いわゆる芝川低地に存在する遺跡で、谷の中ほどに位

置している。

芝川低地は延長20kmを越える沖積低地で、川日市

北方にあたる谷口付近には、荒川により形成された自

然堤防が発逹している。

追跡のある沖積低地の標高は約4mで、遺跡周辺の

台地上では標高llmから14mとなり、比高差は10m前

後である。

第 1図埼玉県の地形図

大道東遺跡周辺には、多くの遺跡が存在している。

ここでは大道東遺跡からlh土した遺物が、縄文時代中

期の所産であることから、縄文時代を中心として間辺

の遺跡や環境を考えていきたい。

旧石器時代の遺跡としては、大古里遺跡(19)、馬場

北遺跡（27)、馬場東遺跡（28)、和田北遺跡（56)、松木遺跡

(31)、南宿北遺跡（39)、北宿西遺跡（25)、えんぎ山遺跡(34)、

明花向遺跡（70)などが知られている。

縄文時代になると海進が進み、大道東遺跡の土流の

芝川低地に立地する大宮市寿能泥炭層遺跡の、泥炭層

の下からは、縄文時代早期から前期にかけての海成堆

積の砂層、粘土層が検出されている。このことから縄

文時代早期から前期にかけて芝川低地が、いわゆる奥

東京湾の一部となり、海水が入り込んでいたことがわ

かっている。しかしながら芝川低地の上流域では、前

期になると、汽水の要索を含んだ海域となっていたよ

うである（安藤 1986)。

前期から早期の遺跡は、早期では松木遺跡(31)、北

宿追跡（20)、馬場北遺跡（27)、大古里遺跡（19)、北宿西遺

跡(25)から早期初頭の遺物が出土している。
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第 2図周辺の遺跡

゜
1 : 50.000 2Km 

］大道東遺跡 2中川貝塚 3御蔵台遣跡 4御蔵山中追跡 5八雲貝塚 6中川八幡遺跡

7)ヤ柳下紺遺跡 8皐1|」追跡 9鎌倉公園遺跡 10篠山遺跡 11原山貝塚 12党蓮寺遺跡

13代山貝塚 14谷ノ~ij追跡 15中原遺跡 16中野田島ノ前遺跡 17L木崎遺跡 18中原後遺跡

19大古里逍跡 20北宿遺跡 21前窪西遣跡 22前窪追跡 23山崎貝塚 24北宿東遺跡

25北宿西遺跡 26北宿南追跡 27馬場北遥跡 28馬場東追跡 29馬場小主山追跡 30三室遺跡

31松木追跡 32松木北遺跡 33西枯木遺跨 34えんぎ山追跡 35本田遺跡 36鶴巻遣跡

37前島遺跡 38西宿南遺跡 39南宿北遺跡 40南宿南遺跡 41芝原遺跡 42本太四j目遺跡

43前耕地遺跡 44東原遺跡 45駒前遺跡 46駒形遺跡 47会ノ谷遺跡 48間古宮後遺跡

49東油遺跡 50原山坊ノ在家遣跡 51諏訪人遺跳 52広ケ谷稲荷越逍跡 53大If¥]木内谷遺餅 54和田西遺跡

55和田追跡 56禾u田北造跡 57四木竹遺跡 58桐谷遺趾 59大北遺跡 60西谷遺跡

61吉場遺跡 62和田南遣跡 63とうのこし逍餅 64東中尾遣跡 65)十沼方馬堤遺跡 66井沼方遣跡

67宮Hij遺跡 68大谷場下町造跨 69明化上ノ台遺跡 70明花向遣跡 71木曽己表遺跡 72昧十遺跡
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また北宿西遺跡からは、皐期中葉では沈線文系土器

のはかに、押型文上器か多く出七している。早期木で

は条痕文系土器をもつ遺跡が増加する傾向がある。大

道東遺跡に隣接する大古里遺跡からは、一早期末の住居

跡が2軒のほか、ファイヤーピットか多数検出されて

いる。対岸の大宮市側の篠山遺跡(10)からも早期末の

住居跡が出土している。

前期の遺跡としては井沼方遺跡(66)が知られ、関山

期の住届跡が卜数軒検出されている。また大古里遺跡

では黒浜期、関山期の住届跡力昧紺出されている。

また貝塚か形成される遺跡として、大道東遺跡の周

辺では、芝川左岸の大宮市側の早期末の八雲貝塚(5)

が知られている。前期では大道東遺跡に近接する遺跡

では山崎貝塚(23)、大古里退跡（19)が知られ、人古里遺

跡では黒浜期の住居跡内から小貝塚が検出されている。

その後縄文時代中期になると、海退によって汎水化

が進んだ芝川低地は池沼となり、遺跡の周辺は天然の

沼沢地となっている。

この時期には、大宮台地上では遺物や住居跡の検出

ヵ咽加している。しかしながら、大道東周辺の台地上

での大規模な集落跡の検出例は少なく、馬場小室山遺

跡(29)などが知られている。大道東遺跡に近按する大

古里遺跡からは、第15地点、第16地点の調査時に、

中期後半から後期初頭にかけて1蝉fの住居跡が検出

されており（青木他1994)、全体が明らかにされれば、

中期の大規模な集落跡となる可能性もある。また大道

東逍跡出土の丸木舟の時期が、中期と考えられること

から、丸木舟と大古里遺跡とが何らかの関係かある可

能性は高いと言える。他には原山坊ノ在家退跡(50)か

ら2回にわたる調査で、 10軒の住居跡が検出されて

おり（柳田1987、橋本1993)、比較的多い方といえる。

対岸の大宮市側では鎌倉公園遺跡(9)からも中期の遺

物が出土している。

縄文時代後期では、遺構としては土壊の出土例か多

く、住居跡の出上例は少なくなっている。松木北遺跡

(32)の堀ノ円期の住居跡や、広ケ谷戸稲荷越遺跡(52)で

- 6 

検出された南北長7.5mの大規模な堀ノ内期の住居跡

の出土例がある。

縄文時代晩期では、馬場小室山遺跡(29)の第51号土

横から出七した、安行llla式土器の基準となり得る

3(}f圃体を超える一括土器が知られている（青木他

1983)。

縄文時代晩期終末では、白幡本宿遺跡から住居跡が

検出されており、貰重な資料となっている。

縄文時代の丸木舟は大道東遺跡周辺では、遺跡の下

流に当たる、芝川低地の谷口に立地する四本竹遺跡

(57)から、縄文時代の丸木舟の一部が出土している

（田中1992)。上流にあたる弁能泥炭層退跡からは、

安行期と考えられる丸木舟の一部が検出されている

（埼玉県立博物館1984）。また綾瀬JIIの沖積地および、

低位段丘面に広がる泥炭層遺跡である膝子遺跡(72)か

らは、土地改良工事に伴う発掘調査によって、縄文時

代後期もしくは晩期の丸木舟が複数出土している（埼

玉県1985)。

弥生時代の遺跡は、中期の明花向遺跡（70)、松木遺

跡(31)、吉場遺跡(61)、中期から後期の大北遺跡(59)、後

期の馬場北遺跡（27)、宮前遺跡(67)などが知られ、それ

ぞれ中期、後期の集落跡となっている。明花向遺跡で

は、宮ノ台期の方形周溝墓も検出されている。また馬

場北遺跡は環濠集落の形態を持つ大集落となっている。

後期の方形周溝墓では、本村遺跡や井沼方遺跡(66)が

知られている。

弥生時代末葉から古墳時代にかけては、河川の自然

堤防上や広大な低地を見下ろす台地縁辺に集落が営ま

れ、古墳なども築造されるようになる。古墳時代以降

の遺跡の立地も同様であったと考えられる。

また大道東遺跡周辺の低地は、多くの池沼が残り、

兄沼と呼ばれていた。これは遺跡の東2.5kmに位置し

ている、氷川女体神社の御手洗瀬としての名称「御

沼」を表しているとされている。この見沼は近匪にな

ると、新田開発が行われている。



第 3図 周辺の地形図
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III の
大道東遺跡は、埼玉県浦和市大字三室字大道に所在

し、JR京洪東北線北浦和駅から北東へ約3.5kmに位

置している。東経139° 40'25”、北緯35° 53'31”付

近である。遺跡は芝川の右岸の河川敷に立地しており、

標高約2mの個所を中心に広がっている。

調査は芝川の河川改修工事に伴って、平成 9年4月

1日から平成 9年5月31日までの 2ヵ月間に亘って

実施された。

発掘調査は表土除去作業より開始した。試掘による

事前調査によリ、丸木舟力吼窟認されており出土した層

位付近まで、逍物などの確認をしなから表土除去作業

を行った。

精査の結果、丸木舟、杭などの木製品、縄文時代中

期の土器片、多数の樹木や種実が検出された。

遺物はいずれも、ほぼ同一の土層中より出土した。

上器片力痛應文時代中期の所産であることから、木製品

や樹木も、同じ時期と考えられていた。丸木舟、杭、

丸木舟直下の土壌をサンプリングし、 14c年代測定法

で分析した結果においても、誤差範岡内で縄文時代中

期に得られている年代1直に近い約4,500年前前後の結

果か出ている。

また調査区内からは、地震による地盤の割れ目が観

察された。第4図は、追物の出土面で観察された地割

れの平面図である。割れ日か東西方向にほぼ平行して、

配列しているのがわかる。割れ日の一部には、噴砂が

観察された。これらは土層断面図（第8図）上でも観

察され、断面の地割れ部分において、割れ目の中に上

の土層が落ち込む様子や、噴砂の吹き出しが下方に見

られるものもあった。

また、出tした丸木舟も地割れの線上に位置してお

り、割れ目に沿って破損しているのが観察された。

第4図 調査区内地割れ平面図
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第 5図 調査区・グリッド配置図
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IV 
』

と遺物

遺物・自然樹木出土状況（第 6図～第 9図）

大道東遺跡では、多量の自然の樹木や種実とともに

上器や木製品か出七している。出土の分布は、調査区

中央部分か希薄となっており、大きくは調査区の東側

と西側の2つの集中する個所力叶羮出されている。

第6図 遺物・自然樹木出土状況(I)
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遺物の出上状況は、東側からは、丸木舟、杭などの

木製品や加工材か出土している。丸木舟は長軸が北東

方向で、 C-2、D-2グリッドにまたがって検出さ

れた（第9図）。 長軸方向はほぼ水平であったが、
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第 7閃 遺物・自然樹木出土状況(2)
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軸方向はやや東側に傾いていた。また丸木舟は、地虞 C-2グリッドから杭か‘2本検出された。 2本ともに

による地割れのライン上にあり、丸木舟の北側部分の、 地面につきささる形で検出されている。他には加［材

縦方向に亀裂している部分は地割れによるものである。 か1点検出された。

地割れによる亀裂部分は、第9図の長軸方向の断面図 西側から遺物は、 A-1、A-2グリッドの境界部

AAに見られるように段差がついており、地震によ 分から、七器片が2点検出された。同一個体のもので

って地層が縦方向にずれた様子がわかる。他には、 あった。
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第8図土層断面図

I;__ 3、7m A
-

------
7 

B' 

巳2.4m D' 旦2.4m 

］居 1日耕作上 シルト・細粒砂・粘七からなる 水田層

2屈 1日耕作＋ シルト・細粒砂 生物撹乱の影砦大

3居黒色土 (IOYR2/l) 黒灰色～暗灰色粘十・シルト 平行ラミナが形成されている

4函 a黒色± (IOYRI. 7/1) 細砂粒少量含む

b黒褐色上 (IOYR2/2) 中粒砂含むマコモ様の細い根、繊維含む

灰色シルト質泥炭 分解しており、黒泥状を呈する 植物遣体の分解は上位の方が進

行している 再堆積した末分解泥炭層の薄展

5屑黒褐色士 (IOYR2/2) 卓本植物の茎・葉・根からなる未分解泥炭 樹皮、種＋、

根の繊維含む

6屑黒色士(lOYRI.7/1) シルト混しり掲色弱分解草本質泥炭 上位暦の植物根の撹乱

の影響を受ける 種子多く含む

7層黒色士(lOYRI.7/l) 黒色分解質シルト質泥炭（乾燥化?) ラミナが一部残る

氾濫時の没流堆禎物繊維質含むがより腐食進む

8屑暗掲色土 (IOYR3/4) 掲色弱分解草本質泥炭 (8~6暦は、一連の堆積物である）

植物遣体多く、種子、茎、細根、樹皮、材片、他繊維質、昆虫など含む 9層の粒子が

下函部で混じる

這黒褐色上 (!OYR2/3) 掲色弱分解シルト質泥炭（泥炭質シルト）草本質であるが、

材片も多数入る 植物遺体あり（第 8岩程ではない） 植物を拓くと陶汰度高い上屑よ

り丸木舟出土

IO層黒褐色t(2. 5Y3/I) 灰色～褐灰色シルト・粘士（植物遺体を含む） 無陪理 生物

撹乱の影饗うける、大型の丸太材含む 下部より木の皮破片等出土

11層黄灰色士 (2.5Y4/l) 灰色シルト・粘士生物撹乱の影饗を受ける 植物遠体含む

中大型の丸太材含む粘土とシルト混しる ド部に木片多し

12展黄灰色土 (2.5Y4/]) 灰色ンルト粘士無暦理調査区南側で厚くなる 植物遺体

少植含む 密度は下がるが丸太材含む

13展灰色土灰色シルト粘＿十 ほとんど木片混じらない粘性強し

14居灰オリープ色土 (5Y 6/2) テフラがプロック状に含まれる部分

（註） 1屑～］3器の七層説明ば附編図 1の上唇説明に調査時の観察所見を加えたものであろ
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樹木、種美は、東側、西側ともに多罷に出土した。

樹木の中には、炭化しているものも多かったか自然の

ものか人為的なものかは不明であった。また調査区の

西端からは、丸太状の大形の樹木が検出されている。

調査区内の土層断面は、 7個所計測している。調査

区は川に向かって、ゆるやかに傾斜しておりその様子

は南北方向の上層断面図に現れている。

七層の層位の年代であるが、附編で記述されている

分析の結果からは、 4層中で検出されたテフラは浅間

Bテフラの降灰、すなわちll08年以降に堆積した可

能性が示されている。また丸木舟下の土壌は放射性炭

索年代測定の結果、＋260年、ー250年の誤差で4,780

年前の値が出ている。これは誤差を含めると、縄文時

代中期に得られている年代に近いとされている。土層

では 9層にあたる。

これを出土した遺物や樹木に当てはめると、検出さ

れた標高は 2m前後で、土層としてはいずれも 8層の

ド層から 9層の上層に当たっている。第12図2の杭

に関しては、使用された時期の土層は、杭の検出面で

ある 8層の下層または、 9層の上層であると考えられ

る。第12図3の土端も 8層の下層で検出されている。

9層の上層で検出されている丸木舟の、前述した直下

の七壌の年代や、また出土士器片が縄文時代中期後半

の所産であることからも、出土した遺物や樹木は時代

としては、大きくは縄文時代中期の範団に当たると考

えられる。

- 12 -



第9図 丸木舟出土状況
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(1) 出土土器（第10図）

1は曽利系の深鉢形土器で、口縁部の一部と胴上部

の一部が出土している。胴ド半部は出土しなかった。

推定日径は19.0cmである。外側に開く口縁部の端部

は面を持って内屈し、胴部は上部に丸みを持つ器形で

ある。文様は口縁部は細い沈線によって、比較的深く

重弧文が施文されている。頸部には、日縁部と同じエ

具による沈線を、深く 4本横方向に巡らした後、上ド

に1本ずつ隆帯を波状に巡らしている。胴部は地文と

して縦方向にRLの縄文を施文した後、降帯による蛇

行懸垂文を垂下させている。胴部の懸垂文は、出土し

た破片上で2ヶ所力所窟認されたが、その間隔から類推

すれば6単位施文されていたと考えられる。時期は共

伴する上器が無いため確定はできないが、文様の施文

などから、曽利II式としてはやや新相と考えられる。

縄文時代中期後半である。

第10図出土土器
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第 11図

(2) 出土木製品・加工材（第11図•第12図）

木製品は丸木舟1点、杭2点か、加［材は 1点が検

出されている。

1は丸木舟で、残存する長さ4.47m、最大幅0.65

mである。厚さは 5cm~14cmと場所によって晃なる。

厄い部分は丸木舟の先端部で約14cm、比較的薄い箇

所は中央部分で、約5cmであった。丸木舟の樹秤は同

定の結果、 ムクノキであった。分析の詳細は附編に掲

載されている。

舟は先端部分の 1方と、側縁の一部か欠損しており、

残存率は約70％程度と考えられる。全体の平面の形

状は、残存部分より考えると、中央部分で平行してい

る側縁か、端部に向かって緩やかに幅が狭くなり、両

方の先端部は丸みを持つ、

と考えられる。

カヌーのような形状になる

舟の製作は、使用に適した自然木の片側を考ljり抜い

て行っていたと考えられる。

舟の表面は先端部にある程度の面を持たせてから、

乗船部分の倉ljり抜きを始めている。舟の倉ljり抜きを行

っている範岡は、全体的に炭化していた。 これは表面

を焦がしながら考ljり抜く作業を、繰り返していたため

と考えられる。判り抜いた部分には、加［痕が残され

ており、加工瞑の方向から作業は技軸方向で木の日に

沿って、行われていたと考えられる。判り抜きは乗船

部の中央部分を深くし、側縁に向かって曲面を持って

行われている。側縁部分の形状は不明であった。

舟の裏面は索材である木材の曲面を、

している。樹皮は認められず、表面は滑らかであった。

また先端部分は舟底から、上端に向かって湾曲してい

た。欠損しているもう l方にも、湾曲の始まりが認め

られるため、舟底は両端が湾曲する形状になっていた

と推定される。

2、3は先端部が加丁^ されており、

線的な丸太材を使用している。

そのまま利用

またはほ垂直に

埋まる状態で出土したことから、杭と若えられるもの

である。

2は長さ41.1cm、幅5.3cm、厚さ5.3cmで、ほぼ直

3の杭と比べ、木の遺
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第12図 出土木製品 (2)・出土加工材
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存状態は良く、使用当時の状態とほぼ変わらないもの

と考えられる。杭の表面は樹皮を剥ぎ、小枝を払い落

としたままの状態であると考えられ、加工痕などは認

められなかった。上端はほぼ水平に切断している。下

端は下から全周させて削り込み、やや尖らせるように

加工している。

3は大形のもので、 卜錨端が破損している。残存して

いる長さは82.7cm、最大幅は9.Scm、最大の原さは

9.5cmである。はは直線的な丸太材を使用している。

樹種については樹種同定の分析結果では特定はできな

かったものの、広葉樹であることが判明している。表

面の上方には樹皮か部分的に残っているが、他は樹皮

を剥いだと思われる。加工痕は認められなかった。下

端は下から全周させて削り込み、やや尖らせるように

加工している。

4は板状の加工材の一部で、残存する長さ9.8cm、

幅6.4cm、厚さ1.7cmである。横断而がやや逆台形の

部材を使用している。両端を欠損しており、側縁も左

側の一部が残存しているのみであった。また裏面のほ

とんどが剥落状に破損しており、遺存状態は悪かった。

残存していた側縁部はやや丸みを持っていたか、全体

の形状は不明である。表面には加工痕が残り、縦方向

の板の目に沿って加工されている。また裏面のごく一

部に炭化の痕跡が認められた。

(3) 表採土器

l~3は調査区の表土上で、採集された土器片であ

る。いずれも深鉢形土器である。

1、2は同一個体と考えられるものである。口縁部

は波状口縁で、日縁部が内湾し胴部中央でくびれる器

形になると推定される。 1は日縁部の破片、 2は胴部

下半の破片である。口縁部は幅の狭い無文部を持って、

日縁部の形に沿って幅広の沈線が施文されている。残

存部から胴部の文様は沈線によって、胴部のくびれ部

分で波状などの、上下2段の文様を施文すると考えら

れる。胴部の沈線は、日縁部を巡る沈線と比べ幅が狭

いものである。地文は日縁部は幅広の沈線に沿って一

段横方向に、他は縦方向に細かい原体によって、単節

RLの縄文が施文されている。

3は底部付近の破片で、文様は蛇行懸垂文と考えら

れる沈線の端部が、残っていた。底部に近いためか地

文は残っていなかった。

1 ~ 3の時期は、破片のため確定はできないが、加

曽利EIII式と考えられ、縄文時代中期の終末に近い土

器である。

第13図表採土器
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結 語

1 大宮台地周辺の丸木舟について

今回調査した大道東遺跡からは、ほぼ全容のわかる

丸木舟が出土した。また縄文時代中期に時期か確定で

きる数少ない例でもある。

丸木舟の埼玉県内での出土数は1988年に刊行され

た日本の遺跡出土木製品総覧によると、 23隻の出土

が報告されている。 1988年以降埼玉県では、四本竹

遺跡から丸木舟片が出上し、さらに今回報告する丸木

舟を追加すると、 25隻が出土したこととなる。

しかしながら出土遺跡、時期が明らかなものは少な

く、今回報告する大道東遺跡のような、出土地点や時

期が明確なものは少ない状況である。これは、丸木舟

が開発に伴って、泥炭層から突発的に出土する例が多

いためと考えられる。

そのうち出土地点が明らかな丸木舟について、分布

を棚馘してみると、大道東退跡と同様に大宮台地周辺

に集まっており、そのほとんどが縄文時代の所産であ

ることがわかった（第15図）。そこでここでは、大宮

台地周辺の丸木舟を中心に概観し、それらを通し縄文

時代の丸木舟について考えていくこととする。

丸木舟の形態についての用語は、清水潤三氏によっ

てまとめられている（清水1968年・ 1982年）。ここで

はこの分類を参考にし、平面形は鰹節形、割竹形、折

衷形、箱形の4種類の基本形態を使用することとする

（第14図）。また断面形は木取りの方法による半円形

（木材を中心から縦に切り割られ、節断面の平坦な面

を上にして剖り貰かれ、木材の表皮側がそのまま舟の

底面とするもの）、角形（木材の両面を並行に縦に切

り落とし、いずれかの平坦面を船底として使用するも

の）、半円特殊形（木材の中央部ではなく、一方に片

寄って縦に切り割るもの）の三種類の分類を用いるこ

とにする。

大宮台地周辺から出士した丸木舟で、出上位置や実

測図などが判明しているものは、破片資料を合わせて

も、 10隻に満たない。 1は大道東遺跡出土の丸木舟

である。片方の先端部を欠損するもので、長さ4.47m、

幅65cm、厄さ 5~14cmで樹種はムクノキである。形

態は鰹節形となると考えられ、断面は半円形である。

時期は縄文中期後半である。 2-1、2-2は伊奈氏

屋敷跡出土の丸木舟である。ともに舟の輻が上下で

10cm~15cmの差が認められる。 2-]はほぼ完形に

近いものである。深さ20cmと立ち上がりは深く、下

部の船底には炭化力碍忍められた。船底両端は削られ、

少し上がっている。長さ4.85m、輻55.45cm、厚さ 5cm 

である。樹種はカヤである。形態は鰹節形と考えられ、

第14図 丸木舟の形式分類

(___-―・ --〉
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断面は半円形である。時期は縄文後期～晩期である。

2-2もほは完形に近いもので、 2 -1と比べると

立ち上がりは低く、深さは 8cmである。長さ 3.7 m、

輻60.45cm、厚さ 5cmである。樹種はケヤキである。

形態は鰹節形と考えられ、断趾は半円形または半円特

殊形である。時期は縄文後期～晩期である。 3は膝予

退跡出土の丸木舟である。丸木舟は昭和30年代前半

の土地改良工事中に確認されたもので、数は十数隻に

及んでいたものだか、三回に及ぶ発掘調査によって、

丸本舟6隻、櫂8本か検出されている。 3はそのうち

の1隻で、復元されているものである。長さ約4.4m、

輻約40cm、厚さ約 5cmである。樹種はクリである。

形態は鰹節形または折衷形と考えられ、断面形は半円

形と考えられる。時期は縄文後期である。 4は四本竹

遺跡出土の丸木舟の破片である。残存している長さ約

0.92m、幅50cm、厚さ3.5cm~5cmである。樹種はム

クノキである。時期は縄文時代であることは確実なも

のの、詳細な年代は不明である。

出土の丸木舟の破片である。舟首付近の断片と考えら

れるもので、部分的に炭化しており、紐を通した穴が

残されている。残存する長さ0.62m、輻6.5cm、厚さ

4 cmである。樹種はスギである。時期は縄文晩期以降

である。

5は寿能泥炭層追跡

6は蓮沼遺跡出土の丸木舟である。入間大橋

より上流約300mの左岸より発見されている。後部が

欠損しているもので、残存する長さ5.4m、11福54cm、

原さ12cm~20cmである。先端は高く反り上かってい

る。反り上がった上面には炭化した部分が認められる。

形態は鰹節形または折衷形で断面形は半円形または半

円特殊形である。樹種はカヤである。時期は縄文後期

である。 7は中里遺跡出土の丸木舟で、地質確認のト

第15図 大宮台地周辺の出土丸木舟
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レンチ調査中に発見されている。破捐した部分ははと

んど見られていない。長さ5.79m、輻は中央部で72

cm、厚さ 5cmである。舟の中央部の内深は約42cmで

あった。f計種はムクノキである。形態は鰹節形と考え

られる。時期は縄文中期初頭である。 8は下沼遺跡で

あるが、北本市の荒井橋上流500mの荒川左岸に位置

している。丸木舟は 2隻が確認されている。北本市史

などによると、 1号舟は一端を破損しており、残存す

る長さ4.62m、輻50cmで、 2号舟は両端を著しく破

損するもので、残存する長さ4.52m、幅55cm、内側

の深さは15cm前後である。 2隻とも断面形は、長半

円形であったとされている。樹種は不明で、時期も不

明であった。 9は赤山陣屋跡遺跡である。遺跡の西側

低湿地から検出された、縄文時代後期から晩期の板囲

い遺構の岡い板の一部に、丸木舟の廃材片が再利用さ

れていた。残存する長径2.12m、短径68.8cm、厚さ

6.2cmで、樹種はモミであった。

以上出土した丸木舟について、概観してきた。そこ

で大宮台地周辺出土の縄文時代の丸木舟について、考

えていきたい。出土した丸木舟から推定すると、ほぼ

全長は 5mから 6mの範囲のものが多い。また、形態

は割竹形のものはなく、端部を反り上がらせるものが

主流と考えられる。この点は関東近県で多数の丸木舟

が出土している千葉県の出土例（中山 1988) をみ

ても、同様のことが言える。また断面形が角形のもの

もなく、 T具として石器を使用していた縄文時代にお

いては、縦割りした原木の内側を考Ilり貰くという最低

限度の作業によって、丸木舟を作りだしていたことが

わかる。索材となる樹種であるか、大宮台地尉辺では

第 1表 大宮台地周辺丸木舟出土遺跡一覧

番号 出土遺跡 所 在 地

ムクノキ、カヤ、ヒノキ、クリ、モミなど多種にわた

るか、ムクノキに関しては大道東退跡、四本竹遺跡、

中里遺跡から出七している。これらの中で時期が判明

しているものは縄文中期に属する。また千築県加茂遺

跡でもムクノキの丸木舟が出土しているが、これは縄

文前期とされているものである。後期以降は、千薬県、

埼玉県ではカヤを多用しており、何らかの傾向か考え

られる。またカヤを使用している例は千菜県、埼玉県

のみであるとされている（島地 1988)。

舟といえば海を連想しかちであるか、大宮台地周辺

で出土する丸木舟は縄文中期以降で、当時の海岸線か

ら己えは、 7の中里遺跡が海岸の波打ち際であった以

外は海から離れている場所である。また舟の形態から

みれば、端部の反り返りの少ないものや、内側の掘り

込みが浅いものも多く、静かな水面にむしろ適してい

ると思われる。見方を変えて考えれは、縄文中期以降

の大宮台地周辺の低地は、沼沢地や湿原となっており、

大道東遺跡をはじめほとんどの丸木舟が、それらの静

かな水面上で使用するのに適した形態を、選択してい

たとも考えられる。

大宮台地周辺の、縄文時代の丸木舟について考えて

きたか、出土数も少なく時期ごとの平面形態や断面形

態の変遷などは不明である。しかし平面形態や断面形

態に関しては、使用に便利な形が一度決定すれは大き

く変化することはなく、ある程度引き継がれるものと

思われ、平面形態や断面形態からの時期細分は困難で

あると考えられる。今後は、出土地点の当時の環境や、

樹種など様々な観点から総合的に分析したうえでの分

類か、必要であると考えられる。

時 期 出土数 備 考

1 大道東遺跡 浦和市大字三室字大道6521番地 4他 縄文中期後半 1 

2 伊奈氏屋敷跡 北足立郡伊奈町小室字丸山907他 縄文後期～晩期 3 

3 膝子退跡 大宮市大字膝子字中田984他 縄文後期 6 取り上げ数

4 四本竹遺跡 浦和市火字下山口新田字四本竹862他 縄文 1 破片

5 寿能泥炭層遺跡 大宮市舟能町 2［目407ほか 縄文晩期以降 1 破片

6 蓮沼遺跡 川越市中老袋字蓮沼386他 縄文後期 1 

7 中里遺跡 東京都北区上中里 田端駅構内 縄文中期初頭 1 

8 下沼遺跡 北本市大字高尾字―ド沼 イゞ明 2 

9 赤山陣屋跡遺跡 川口市赤芝新田 縄文後期～晩期 1 遺構の一部に破片利用
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表 1 各分析調査項目の試料表
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表3 テフラ分析結果

表4 珪藻分析結果
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図版 1 テフラ

図版2 珪藻化石（1)

図版3 珪藻化石(2)

図版4 珪藻化石(3)

図版5 花粉化石(1)

図版6 花粉化石（2)

図版7 木材化石（1)

図版8 木材化石(2)

図版9 木材・種子化石

はじめに

大道東遺跡（浦和市大字三室字大道所在）は芝川右

岸の見沼低地に立地する。今回行われた発掘調査によ

り、丸木舟や杭材などの木製品が出土している。

本遺跡から芝川下流約5kmの位置には四本竹遺跡か

存在し、上流部には寿能泥炭層遺跡が存在する。両遺

跡ともに古環境復元を目的とした自然科学分析調査が
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実施されており、縄文時代以降の見沼低地における水

域環境変遷と古植生変遷に関する資料か得られている。

本遺跡は両遺跡の中間に位置するか、見沼低地の古環

境変遷に関する資料を蓄積し、地形発達史を考えてい

く上では有効な情報が収集される地点であると期待さ

れる。

今回は、本遺跡で採取した土壌試料を対象として珪

藻分析を実施し、水域環境変遷について考えるととも

に、花粉分析により古植生変遷について考え、既存資

料と比較検討を行いながら、古環境変遷について考察

を行う。また、土層断面においてテフラの堆積が認め

られるため、指標テフラとの対比を行い、堆積時期に

関する資料を得る。さらに本遺跡では丸木舟のほかに

も木製品と思われる追物や種実遺体が検出されている。

これらの種類を明らかにして年代に関する情報や用

材・古植生復元に関する情報とする。

1。層序および試料

発掘調査区南東隅に設けられた深堀り地点の層序を

図1に示す。層序は、土層断而観察結果から12層準

に分層された。最下部の12層は無層理の灰色シルト

質粘土からなる。調査区南側で）厚くなり、上位の11

層とは斜行閃係にある。 11層は灰色シルト～粘土か

らなる。植物による生物攪乱の影響が認められている。

10層は植物遺体を含む灰色～褐灰色シルト～帖土から

なり、生物攪乱の影響が認められる。 9層は褐色弱分

解シルト質草本質泥炭からなり、草本・材片などを多

く含む。本層上面で丸木舟が検出されている。 8層は

褐色弱分解草本質泥炭、 7層は黒色分解質シルト質泥

炭、 6層は褐色弱分解草本質泥炭であり、上位層の植

物根による攪乱の影響を受ける。 5層は草本植物の

茎・葉・板からなる未分解泥炭、 4 層は 4a 層 •4b 層

に細分され、共に黒色シルト質泥炭であり、 4a層の

方か植物遺体の分解が進んでおり、黒泥状を呈する。

なお、両層ともテフラを合んでおり、 4a層中部に合

まれるテフラをT-1、4b層下部に合まれるテフラ

をT-2とする。 3層は黒灰色～暗灰色粘上～シルト

からなり、平行ラミナが認められる。 2層は暗灰色シ

ルト～細粒砂で、生物攪乱の影響かある。 1層はも頃井

作土（水田層）で、シルト・細粒砂・粘土からなる

（図 1)。

2.分析試料

分析試料は、分析日的を考慮して以下のように選択

した。

(1) 14C年代測定

丸木舟材、丸木舟に伴うと推測される杭材、丸木舟

直下の土壌試料、 10層～11層にかけて検出された自

然木の合計4試料である。

(2) テフラ分析

試料は、 4層中に挟在するテフラブロックと考えら

れる 2試料（試料番号T-1• T-2)である。試料

番砕T-1は4a層中部、試料番号T-2は4b層下

部に認められている。

(3) 珪藻分析

各層の堆積環境は、層相の変化に対応して変化する

ことが知られていることから、上部の現耕作土とされ

る1層～3層を除く 4層以深から各層 1点の10試料

（試料番号1~10)を選択する。

(4) 花粉分析

遺跡周辺の植生変化を検討する場合、複数の層位に

亘って変化する場合があるが、細かな変化を捉えるに

は珪藻分析と同様に各層 1点の間隔が妥当と考えられ

ることから、珪藻分析と同様に4層以深から各層 l点

の合計10試料（試料番号l~10)を選択する。

(5) 種実遺体同定

種実遺体は、丸木舟の中から 1点（舟の中）、下位

の泥炭層から 3点（舟の下A, B, C)の計4試料を

採取する。これらの4点は、いずれも 9層に相当する。

(6) 材同定＇’中 (1)

丸木舟材、丸木舟に伴う杭材、 9層ド部、 10層、

10層～11層、 11層下部から検出された材および用途

不明の加工材（加工材ー 1：板状加工材、加工材一

2 :弓状加工材）の10試料について同定する。
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1. 現耕土。シルト・細粒砂・粘土からなる。水田層。

2. 暗灰色シルト・細粒砂。生物攪乱の影製大。

3.黒灰色～暗灰色粘士・シルト。平行ラミナが形成されている。

4.黒色シルト質泥炭。分解しており、黒泥状を呈する。植物遺体の
分解は上位の方が進行している。再堆積した未分解泥炭磨の薄層
を挟む。

5.草本植物の茎・葉・根からなる未分解泥炭。植物遺体はヨシ？

6. シルト混じり褐色弱分解草本質泥炭。上位階の植物根の攪乱の
影署を受ける。

7. 黒色分解質シルト質泥炭（乾燥化？）ラミナが一部残る。氾濫
時の没流堆積物。

8.褐色弱分解草本質泥炭。 (8~6層は、一連の堆積物である）

9.褐色。弱分解シルト質泥炭（泥炭質シルト）草本質であるが、
材片も多数入る。

鬱 8
10. 灰色～褐灰色シルト・粘土（植物遺体を含む）。無層理。生
物攪乱の影轡受ける。

．， 

11. 灰色シルト・粘土。生物攪乱の影轡を受ける。

4,0-

●10 

12. 灰色シルト粘士。無層理。調杏区南側で序くなる。

図1 調査地点の模成柱状図とテフラ分析、微化石分析試料採取層位
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表1 各分析調査項目の試料表

分析項R 試 料 点数

14c年代分析 丸木舟、丸木舟の杭ー 7、丸木舟直ド上壌、 10層～11層出七材 4 

テフラ分析 T-1、T-2 2 

珪藻分析 No. l~10 10 

花粉分析 No. l~10 10 

種実同定 丸木舟の中、丸木舟下A、B、C 4 

材同定 丸木舟材、丸木舟に伴う杭材、 9層下部、 10層2試料、 10層～11層、 11層下部、用 10 

途不明加工材ー 1、2層位不明自然木1試料

3.分析方法

(1) 放射性炭索年代分析

a.前処理

木：水でよく洗浄して表面の異物を取り除いた。乾

燥、粉砕後水酸化ナトリウム溶液で煮沸した。室温ま

で冷却した後、水酸化ナトリウム溶液を傾斜法で除去

した。この作業を除去した水酸化ナトリウム溶液の色

が薄い褐色になるまで繰返した。次に塩酸を加えて煮

沸した。室温まで冷却した後、傾斜法により除去した。

充分水で洗浄した後、乾燥して蒸し焼き（無酸索状態

で400℃に加熱）にした。蒸し焼きにした試料は純酸

索中で燃焼して二酸化炭素を発生させた。発生したニ

酸化炭索は捕集後、純粋な炭酸カルシウムとして回収

した。

土：恨などは、ピンセットで取り除いた。乾燥後、

水に入れて、浮上してきたものを除去した。次に塩酸

溶液で煮沸した。室温まで冷却した後、塩酸溶液を傾

斜法で除去した。水で塩酸を充分洗浄した後、乾燥、

粉砕して蒸し焼き（無酸索状態で400℃に加熟）にし

た。蒸し焼きにした試料は純酸索中で燃焼し、発生し

た二酸化炭索を捕集して純粋な炭酸カルシウムとして

回収した。

b.測定試料の調製

前処理で得られた炭酸カルシウムから真空状態で二

酸化炭索、アセチレン、ベンゼンの順に合成した。最

終的に得られた合成ベンゼン 3ml（足りない場合は、

市販の特級ベンゼンを足して 3mlとした）にシンチレ

イターを含むベンゼン 2mlを加えたものを測定試料と

した。

c.測定

測定は、 1回の測定時間5(Y分間を20回繰返す計

1,00伍｝間行った。未知試料の他に、値が知られてい

るスタンダード試料と自然計数を測定するブランク試

料を一緒に測定した。

d.計算

放射性炭索の半減期として LIBBYの半減期5,570

年を使用した。

(2) テフラ分析

試料は、適鼠を蒸発皿に取り、泥水にした状態で超

音波］先浄装置により分散、上澄みを流し去る。この操

作を繰り返すことにより得られた砂を実体顕微鏡下で

観察、スコリア・火山ガラス・軽石の特徴や含まれる

鼠の多少を定性的に調べる。

(3) 珪藻分析

試料を湿重で約7g秤鼠し、過酸化水素水、塩酸処

理、自然沈降法の順に物理化学処理を施して、珪藻化

石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カ

バーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、プリュウ

ラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。

検鏡は、光学顕微鏡で油浸60併音あるいは100併音で行

い、メカニカルステージで任意の視野を走査し珪藻殻

が半分以上残存するものを対象に20併固体以上同定・

計数する。同定は、K.Krammer and Lange-Ber-

talot (1986 • 1988 • 1991 a • 1991 b)、K.Krammer
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(1992)、Reichardt,E. (1995)、Lange-Bertalot, 

H. & D. Metzel tin (1996)、Lange-Bertalot, H.K. 

Kulbs, T. Lauser, M. Noerpel-Schempp & M. 

Willmann (1996)、Metzeltin, D. & A. Witkowski 

(1996)などを用いる。

同定結果は、海水生種、海水～汽水生秤、淡水生種

順に並べその中の各種類はアルファベソト順に並べ

た一覧表で示す。なお、淡水生種についてはさらに細

かく生態区分し、塩分・水索イオン濃度(pH)・流水

に対する適応能についても示す。また、環境指標種に

ついてはその内容を示す。そして、産出個体数が100

個体以上の試料について、 IHI96B地点では産出率

4.0％以上、 IHI95F地点では2.0％以上の主要な種類

について、産出グラフを作成する。また、産出した化

石が現地性の化石か他の場所から運搬・堆積した異地

性の化石かを判断する日安として完形殻の出現率を求

めグラフ表示し、考察の際に考慮した。堆積環境の解

析にあたっては、海水～汽水生種については小杉

(1988)、淡水生種については安藤 (1990)、汚濁耐性

については Asai,K.&, Watanabe, T. (1995)、陸

生珪藻については伊膝・堀内（1991)の環境指標種を

参考とする。

(4) 花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、

節別、重液（臭化亜鉛：比重2.2)による有機物の分

表2 放射性炭素年代測定結果

試 料 年代値

試料名 性状 年前

丸木舟 木 4,850 

丸木舟の杭（杭一7) 木 4,150 

丸木舟の真―ドの土壌 土 4,780 

10層～11層出土材 木 4,660 

注．（1) 年代値： 1,950年を基点とした値。

離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス

処理の順に物理・化学的処理を施し、花粉化石を濃集

する。残漆をグリセリンで封入してプレパラートを作

製し、光学顕微鏡下でプレパラート全面を操作し、出

現する全ての種類 (Taxa)について同定・計数する。

結果は、木本花粉は木本花粉総数、平本花粉・シダ

討閏子は総花粉・胞子数から不明花粉を除いたものを

基数とした百分率で出現率を筒出し図示する。図表中

で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の

区別が困難なものである。

(5) 種実同定

試料の一部（約300cc)に数％の水酸化ナトリウム

水溶液を加えて放置し、試料を泥化させる。 0.5mmの

師を通して残溢を集め、双眼実体顕微鏡下で観察し、

種実遺体を選別。同定する。余った試料は、葉理に沿

って手で砕きながら、大型の種実遺体を抽出した。こ

れらの試料は、種類毎に分けて、硼酸と硼砂の水溶液

中に保存する。

(6) 材同定

剃刀の刃を用いて木日（横断面）．柾目（放射断面）．

板日（接線断面）の 3断面の徒手切片を作製し、ガ

ム・クロラール（抱水クロラール、アラビアゴム粉未、

グリセリン、蒸留水の混合液）で封入し、プレパラー

トを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微銭

で観察・同定する。

韮n'i‘ 差
Lab No. 

＋ 

340 330 PAL138 

550 520 PAL139 

260 250 PAL140 

370 350 PAL141 

(2) 誤差：測定誤差 20 （測定値の95％が入る範囲）を年代値に換靡した値。

(3) PAL:パリノ・サーヴェイ（梱で測定。

25 -



4.結果

(1) 放射性炭素年代測定

測定結果を表2に示す。放射性炭索年代測定結果、

11層・ 10層から出上した材の年代、丸木舟の年代、丸

木舟直Fの土壌の年代および丸木舟を繋いだと見られ

る杭の年代は、誤差範岡内ではほぱ一致しており、約

4, 500年前前後の値となっている。この年代値は関

東地方で得られている縄文時代の14C年代測定値

（キーリ C.T・・武藤， 1994) と比較すると、縄文時代

中期に得られている年代値に近いが、誤差を合めて考

えると丸木舟や丸木舟直―ドのt壌は、縄文時代前期に

合まれるものもある。測定試料の中で現地性が一番高

いと考えられる丸木舟を繋いだと見られる杭の年代か、

他の年代と比較して幾分新しい値か得られている。

(2) テフラ分析

結果を表3に示す。軽石は、試料番号T-1から白

色～灰褐色を呈し発泡はやや良好からやや不良のもの

が多星、試料番号T-2には灰褐色を呈し発泡はやや

良好からやや不良のものが少贔含まれる。軽石によっ

ては斜方輝石斑晶を包有し、さらに試料番号T-1の

ほうが発泡がよいものが比較的多い。この軽石はその

特徴と産出層準によりA.D.1108年（天仁元年）に

浅間火山から噴出した浅聞Bテフラ (As-B:祈井，

1979)に由来すると考えられる。

スコリアは、両試料に褐色を早し発泡はやや不良の

ものが少鼠含まれる。その特徴はよく類似する。これ

らのスコリアは、いずれも富士火山の完祈世の活動に

よリ噴出したテフラに由米すると考えられる。富士完

新批テフラ累層は、泉ほか (1977)、上杉ほか、

(1979)、上杉ほか (1983)および上杉 (1990)など

により、最上位の宝永スコリア層 (S-25)から最下

位の富上黒土層（s-0) まで詳しく記載されている。
ただし、これらのテフラは噴出年代が拠なっても給源

が同じであるため類似しているものが多い。よって、

各テフラが降灰層準ごとに累層となって認められない

場合には対比は難しくなる。スコリアがAs-Bに由

米する軽石に伴うことから、 S-24-6~ 8の奈良
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～平安時代のテフラに由米する可能性かある。以上の

ことにより、 4a層および4b層は As-B降灰すなわ

ち1108年以降に堆禎した可能性かある。

(3) 珪藻分析

結果を表4・図2に示す。珪藻化石は、全ての試料

から豊富に産出する。完形殻の出現率は、試料番号3

が約10％と極めて低かったが、それ以外の 9試料は

おおよそ70％以上と高い。産出種の生態性は、最ド

部の試料番号10の12層では海水～汽水生種が優占す

るか、試料番号9~ 1の11層～4層では淡水生種が

優占する。産出分類群数は、 60属224種類で多い。

珪藻化石群集の層位的変化に注日すると 4区分され

る。

試料番号10は、海水～汽水生で浮遊性の Cyclotel-

la caspia、汽水浮遊性の Thalassiosiralacustris, 

Actinocyclus normaniiか約10~20％と多産するこ

とで特徴づけられる。このっち、 Thalassiosira

lacustrisは、汽水域でのプランクトンとして最も良

く生育する種とされ、 Actinocyclusnormaniiは、

河口付近に主な分布域をもつ種とされる（安藤，

1988)。これに付随して、汽水域にも耐性のある止水

'性の Fragilariabrevistriataを伴う。

試料番号9~ 4は、殆ど淡水生種で構成され中でも

湖沼や池沼などの止水域で浮遊生活を営む

Aulacoseira ambiguaが20~50％と優占することで

特徴づけられる。また、試料番号9では、湖沼域で浮

遊生活を営むAulacoseiragranulataが20％と多産

する。これに付随して、池沼で浮遊生活する

Aulacoseirs italica var. validaや、その沿岸域で

浮遊あるいは付着生育する Fragilariaconstruens、

F. construens fo. binodis, F. construens fo venter 

などを伴う。

試料番号3は、急に化石の保存が悪くなるが、産出

種はこれまでと同様に浮遊性の Aulacoseira am-

bigua, A. italica var. valida,好止水性の Gorn-

phonema acuminatumなどが産出する。また、化石

の保存が悪く種まで同定できなかった Aulacoseira



表 3 テフラ分析結果

スコリア
層名 試料番号

鼠 色調•発泡度 最大粒径

4a T-1 ++ Br・sb 1. 2 

4b T-2 ＋＋ Br・sb 1.0 

凡例 ー：含まれない＋＋ ：少量 ＋＋＋＋ ：多最

Br:褐色 GBr:灰褐色 w:白色
sg:やや良好 sb:やや不良 最大粒径はmm

景

spp.を約50％と多鼠に含む。おそらく、 Aulacoseir-

a spp. とされたものは、前述の浮遊生種が溶解した

ものと考えられる。

試料番号2• 1になると、これまで優占した浮遊生種

は急減し、流水不定性鼻の Anomoeoneis gom-

phonemacea, Eunotia pectinalis var. minor, E. 

pectinalis var. undulata, N avicula elginensis, 

Rhopalodia gibberula,陸上のコケや土壌表面など

多少の湿り気を保持した好気的環境に耐性のある陸生

珪藻の Hantzschiaamphioxys, N avicula mutica 

が産出する。

(4) 花粉分析

結果を表5・図3に示す。全体的に木本花粉の割合

が高いが、上位ほど草本花粉の割合が高くなる傾向が

あり、特に試料番砕1では草本花粉の割合がかなり高

くなっている。木本花粉の傾向は、ほぱ近似する。コ

ナラ亜属の割合が高く、スギ属、サワグルミ屈ークル

ミ属、クマシデ属ーアサダ属、ハンノキ属、ブナ属、

アカガシ亜属、ニレ属ーケヤキ属、エノキ屈ームクノ

キ属がそれについで多い。試料番号6よりヒ位で、ス

ギ属とアカガシ亜属の割合力窄f干増加する。

草本花粉をみると、いくつかの傾向の違いがみられ

る。試料番号10では、草本花粉の種類数・個体数とも

に少なくなっている。試料番号8• 9では、草本花粉

の種類数が増加し、特にヒシ属の検出か特徴的である。

試料番号7では、水生植物を中心に種類力⑳i加し、ミ

クリ属、ガマ属、クロモ属、ハス属、ヒシ属、タヌキ

モ属、サンショウモなどの水生植物力鳴団iされる。試

料番号3~ 6では、水生植物の種類数は下位と同様多

火IlIガラス 軽 石

色調・形態 鯖 色調•発泡度 最大粒径

++++ W~GBr・sg~sb 1.0 

＋＋ GBr • sg~sb 0.8 

く、ジュンサイ属が多）笙することか特徴である。試料

番号2では、水牛植物の種類数か減少する。試料番号

1では、水生植物かほとんどみられなくなり、カヤツ

リグサ科が多産する。

(5) 種実同定

4点の試料を同定した結果、「丸木舟の中」試料か

らは、ヒメビシか4、ヒシが51、オニバスが1、ク

リが1個体それぞれ検出された。また、「丸木舟の下

A」からはヒシか6、「丸木舟の下B」からはヒシが

6、「丸木舟の下C」からはヒシが9とヒルムシロ属

1個体が検出された。以下に、検出された種類の形態

的特徴を示す。

・クリ (Castaneaceranata Sieb. etZucc.)ブナ科

クリ属

果実破片が検出された。黒褐色、扁円形で全体の

1/3か破損している。先端はわずかに突出する。高さ

より輻が広く、片側に膨れる。破損部を考慮すると、

大きさは約3cmを越えると推定され大型である。大型

のクリの出土については、近隣追跡でも見つかってい

ることから、考察の項で述べる。

・ヒルムシロ属 (Potamogetonsp.)ヒルムシロ科

果実が検出された。扁平な惰円形で、大きさは3mm 

程度。先端部はややとがる。背側の皮ははずれやすい。

表面はざらつき、やや弾力がある。果皮はやや堅い。

・オニバス(Euryaleferox Salisb.)スイレン科オニ

バス属

種子が検出された。大きさは8mm程度。ややいびつ

な楕円形で、表iliはざらつき、J旱＜堅い。上面に丸く

小さな「へそ」があり、やや突出する。
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表 4 珪藻分析結果（ I)
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表 4 珪藻分析結果 (2)

種 類

Aulacose1ra spp. 

Bacillaria paradoxa Gmelin 

Caloneis leptosoma Krammer & Lange・Bertalot 

Ca!oneis silicula (Ehr.)Cleve 
Caloneis silicula var. minuta (Grun.)Cleve 

Cocconeis p!acentula (Ehr.)CJ eve 

Cocconeis placentula var. euglypta (Ehr.)Cleve 
Crat icula cuspidata (Kuetz.)ll. G. Mann 

Cyclotella meneghiniana Kuetzing 

Cyma top!eura sol ea (Rreb.)W. Smith 
Cyrnbe I la aspera (Ehr.)Cleve 

Cymbella cuspidata Kuetzing 

Cymbella graci I is (Ehr.)Kuetz1ng 

Cy rnbel la hy brida Grunow 

Cymbell a me,;i ana Chol noky 

Cymbella naviculiformis Auerswald 

Cymbella silesiaca Bleisch 

Cymbella sinuata Gregory 

Cymbella subaequalis Grunow 

Cymbella tumida (Rreb. ex Kuetz.)V. lleurck 

Cymbella turgidula var. nipponica Skvortzow 

Cymbel la spp. 

Diploneis finnica (Ehr.)Cleve 

Diploneis oval is (Iii !se)Cleve 

Dip!oneis parma('leve 

Diploneis yatukaensis Horikawa et Okuno 

Epi themia adnata (Kuetz.)llrebisson 

Eunotia arcus var. bidens Grunow 

Eunotia bigibl,a Kuetzing 

Eunotia bilunaris (Ehr.)Mills 

Eunotia curvala var. linearis (Okuno)!!. Koliaras1 

Eunotia dup!icoraphis II. Koliayasi 

Eunotia fallax A. Cleve 

Eunotia flexuosa (Breb.)Kuetzing 

Eunotia gracial is Meister 

E11notia implicata Noepel &はnge・Bertalot

Eunotia incisa W. Smith ex Gregory 

Eunotia monodon var. asiatica Skvortzow 

Eunotia mon凶onvar. tropica llustedt 
Eunotia naegel ii Migu]a 

Eunotia pectinalis var. minor (Kuetz.)Rabenhorst 

Eunotia pectinalis var. undulata (Ralfs)Rabenhorst 

Eunotia praerupta Ehrenberg 

Eunolia praerupta var. bidens Grunow 

Eunot ia spp. 

Fragilaria bicapi tata A. Mayer 

Fragi !aria brevistria ta Grunow 

Fragi !aria capucina !)esmazieres 

Fragilaria capucina var. gracilis (Oestr.)Hustedt 

Fragi !aria capucina var. mesolepta (Rabil.)Rabenhorst 

Fragi !aria construens (Ehr.)Grunow 

Fragilaria construens fo. bin叫is(Ehr.)!lusted! 

Fragi!aria construens to. venter (Ehr.)Husledl 
Fragi !aria construens var. triundulata Reichelt 

Fragi !aria exigua Grunow 

Fragi !aria r,1rasi tica (W. Smi th)Grunow 
Fragi laria pinna ta Ehrenberg 

Fragilaria virescens Ralfs 

Fragilaria vivescens var. elliptica Hustedt 

Frustulia rhomboides var. saxonica (Rabh.)De Torn 

Gornphonema acuminatum Ehrenberg 
Gomphonema augur Ehrenberg 

Gomphonema augur var. gautieri V. Heurck 

Gomphonema clevei Fricke 

Gomphonema contraturris J,ange・R. & Reicharrlt 

Gomphonema gracile Ehrenberg 

Gomphonema parvulum Kuetzing 
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表 4 珪藻分析結果 (3)
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表 4 珪藻分析結果 (4)
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表 5 花粉分析結果 . -- - -
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U 図3 主要花粉化石の層位分布

出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を
基数として百分率で算出した。なお、 0●は 1％未満の試料について検出した種類を示す。
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・ヒシ (Trapajaponica Flerov)アカバナ科ヒシ属

果実力検出された。今回検出されたヒシは変異が大

きく、擬角か著しいもの、上位角が太く発達するもの、

これらの特徴がみられないものなど様々である。特徴

的な2個体を写真図版に示した。今回のヒシの同定に

関しては角野（1994)の分類に悲づき、同一種の個

体変奥として扱ったか、詳しくは後述する。

・ヒメビシ (Trapaincisa Sieb. etZucc.)アカバナ

科ヒシ属

表6 樹種同定結果

試料名 層位

丸木舟 8~9層

丸木舟の杭（杭ー 7) 8~9層

加工材 1 8~9層

加工材2 8~9層

自然木 不明

自然木 9層下部

自然木 10層

自然木 10~11層

自然木 11層下部

葉樹6種類（ヤナギ属。アサダ・クリ。ムクノキ・カ

エデ属・散孔材）に同定された。各種類の主な解剖学

的特徴を以下に記す。

・ヒノキ属 (Chamaecyparis)ヒノキ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや

急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部に限って

認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分

野壁孔は保存が悪く観察できない。放射組織は単列、

l ~15細胞高。

・ヤナギ属 (Salix)ヤナギ科

散孔材で、道管は年輪全体にはぱ一様に分布するが

年輪界付近でやや管径を減少させる。道管は単穿孔を

有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、単

列、 1 ~15細胞高。

・アサダ (Ostryajaponica Sarg.)カバノキ科アサ

ダ属

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2~ 4個か

果実力惰ミ出された。大きさは2cm程度。扁平な倒三

角形で、 4つの刺がある。角は細く、針状の部分が長

い。果皮は、やや薄くて堅いか、ヒシと比べるとかな

り薄い。

(6) 材同定

樹種同定結果を表6に示す。丸木舟の杭は、資料の

保存状態に問題はなかったが、該当する種類が見つか

らす、広葉樹（散孔材）として木材糾織の記載を行っ

た。これらの試料は、針葉樹1種類（ヒノキ属）と広

用途等 樹種

丸木舟 ムクノキ

丸木舟を繋いだ杭？ 広葉樹（散孔材）

板状加工材 ヒノキ属

弓状加工材 クリ

自然木 アサダ

自然木 カエデ属

自然木 カエデ属

自然木 カエデ属

日然木 クリ

自然木 ヤナギ属

複合、横断面では楕円形、管壁は薄い。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交斤状に配列、内壁にはかすかにらせ

ん肥厚か認められる。放射組織はほぼ同性、 1 ~ 3細

胞幅、 1 ~30細胞高。

・クリ (Castaneacrenata Sieb. etZucc.)ブナ科ク

リ属

環孔材で孔圏部は1~ 4列、孔圏外で急激に管径を

減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は

単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は

同性、単列、 1~15細胞高。柔組織は周囲状および

短按線状。

・ムクノキ (Aphanantheaspera (Thunb.) Plan-

chon)ニレ科ムクノキ属

散孔材で横断面では角張った楕円形、単独または

2～刈固が複合する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互

状に配列する。放射組織は異性II型、 1 ~ 5細胞幅、

1 ~20細胞高。柔組織は周囲状およびターミナル状。
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・カエデ属 (Acer)カエデ科

散孔材で管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、

単独および2~ 3個か複合、晩材部へ向かって管径を

漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互

状に配列、内壁にはらせん肥厚か認められる。放射組

織は同性、 1~ 5細胞饂 1~40細胞高。細胞壁の

厚さが異なる 2種類の木繊維か木日面において不規則

な紋様をなす。

・広葉樹（散孔材）

小径の道管力嗜欠在する散孔材。道管は単独または2

~6個が放射方向に複合する。道管径は、年輪中央で

最大になる傾向がある。道管は単穿孔を有し、壁孔は

交互状に配列、内壁にはらせん肥厚か認められる。放

射組織は異性II~I型、 1~4細胞幅、 1~30細胞

品。

5。堆積物の層序・編年

放射性炭索年代測定結果とテフラ分析結果に基づく

と、 11層。 10層から出土した材の年代が4,660(+ 

370, -350) y.B.P.、丸木舟の年代が4,850(+ 

340, -330) y.B.P.、丸木舟直下の土壌が

4, 780 (+ 260, -250) y. B. P.、丸木舟を繋いだと

見られる杭が4,150(+ 550, -520) y. B. P.の年代

が得られている。これらの年代は、土記したように関

東地方で得られている縄文時代中期の年代に近似して

いる（キーリ C.T.。武藤， 1982）。また、 4a層、 4b

層からは A.D.1108年（天仁元年）に浅間火山から

噴出した浅間Bテフラか検出されている。

以卜のことから各層の年代。時代性を推定すると、

11層～ 9層が縄文時代中期、 8層～5層か縄文時代中

期から1108年以前、 4層～ 1層が1108年以降と考え

られる。今回検出された丸木舟は縄文時代中期頃と考

えられる。なお、最下部の12層は、 11層と斜行関係

にあることから、縄文時代前期の可能性がある。

6.珪藻群集からみた低地の水域環境変遷

調査地点一帯の水域環境変遷を珪藻化石群集の特徴

に基づいて述べる。

12層は主に汎水の湖沼や潟湖あるいは河IJ域など

でプランクトンとして生活している Cyclotella

caspia Thalassiosira lacustris, Actinocyclus nor-

maniiが多産することが特徴であった。このことか

ら、当時の調査地点ー幣は潟湖のような安定した汽水

域となっていたことか椎定される。同様な環境は、同

じ見沼低地帯に位置する遺跡のうち、下流側に位置す

る四本竹遺跡では認められていないが、上流側に位置

する寿能泥炭層遺跡では認められている。そこでは汽

水泥質干潟指標種群（小杉， 1988)の一種である

Melosira sp, n, （翡能泥炭層遺跡報告書では、

Melosira westiiとして報告しているが後R、H.

Sato, Y Tanimura, Y Yokoyama (1996)により、

同種嬰名であることが判明した）の多産に特徴づけら

れる群集の上位で今回と同様な群集に変化している

（安藤， 1982）。また、この変化は、縄文海進が海退

に転じた後、周囲が急速に汽水化していく過程を示し

ていると考えられている。本遺跡における12層の年

代については現段階では不明であるが、上記したよう

に縄文時代前期頃だとすると、下流側に位置する四本

竹遺跡の縄文時代前期頃には内湾域が拡がっていたこ

と（パリノ・サーヴェイ株式会社，未公表）から、内

湾域は本逍跡まで到達していなかったことになる。こ

のことは、安藤 (1986)が見沼低地を縦断する形で

ボーリング調査を行った結果、縄文時代前期の頃、谷

日に近い川口市から四本竹遺跡のすぐ北側まで海水域

が広がっていたが、本遺跡も含めた上流側では汽水の

要素を合んだ海域となっていたと指摘していることと

調和的である。今後、本遺跡と周辺遺跡との層序関係

を明らかにしていく過程で百検討していきたい。

11層～ 6層は、珪藻化石群集が大きく変化した。

海水生種はほとんど産出しなくなり、淡水浮遊性の

Aulacoseira ambiguaが優占するようになることが

特徴である。本種群は、安藤（1990)によれは湖沼

沼沢湿地指標種群の一種とされ、湖沼における浮遊牛

種としても沼沢湿地における付着生種としても優勢に
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出現する種とされる。したかって、当時の調査地点ー

帯は、安定した池沼域となっていたと考えられる。こ

の池沼には、後述する花粉分析結果から、ヒシ、ミク

リ、ガマ、ハス、タヌキモ、サンショウモ、ジュンサ

イなどの水生植物が生育していたと考えられる。堆積

物に認められた生物擾乱の影響は、これら草本植物に

よるものと推定される。なお、下部の11層からは、

水深約1.5m以上ある湖沼環境を指標する可能性の

ある Aulacoseiragranulataが多産することから、

堆積の進行にともない水探が低下していったこと力吋仕

定される。時代的には、 11層～10層出上材が

4,660 (+370, -350) y.B.P．の値を示すことから、

縄文時代中期頃と考えられる。 12層から11層への移

行がかなり明腔であったのは、安藤 (1986) も述べ

ているように、海退が速やかに行われたこと、あるい

は海退に加え谷の閉塞に伴う池沼化があったことが考

えられる。なお、 9層上面で丸木舟が出上したことか

ら、淡水化した池沼を利用して何らかの生業が行われ

ていたことが考えられる。

5層になると急に化石の保存が悪くなり、ヨシなど

の植物遺体が密集した未分解泥炭へ変化することから、

池沼の水深が浅くなり、湿地化したことが考えられる。

4層では、浮遊生種や止水性種が減少し、沼よりも

浅く水深がlm前後で、一面に水生植物が繁茂するよ

うな沼沢さらに水深の浅い湿地に生育する沼沢湿地付

着生種群（安藤， 1990)のEunotiapectinalis var. 

minor, E. pectinalis var. undulata, Navicula el-

ginensis,が産出すること、陸生珪藻も伴うようにな

ることから、谷の埋積が進み沼沢～湿地のような環境

へと大きく変化したことが考えられる。このことは、

後述する花粉分析の結果、水生植物が少なくなるか産

出しなくなり、代わってカヤツリグサ科が優占するよ

うになることと調和する。時代的には、前述のテフラ

分析の結果から、平安時代以降と考えられる。このよ

うに湿地化して行く過程は、安藤（1986)が行った

見沼低地の古環境変遷、四本竹遺跡、寿能泥炭層遺跡

でも確認されており、広域的に起こった変化を反映し

ていることが考えられる。

7.古植生変遷

(1) 森オ材直生について

見沼低地では、これまで舟能泥炭層遺跡（徳永重

元・パリノ。サーヴェイ株式会杜， 1982・，堀日，

1983)、四本竹遺跡で花粉分析が行われている。寿能

泥炭層遺跡は本遺跡より上流にあたり、四本竹遺跡は

下流にあたる。また、見沼低地と同様に大宮台地を解

析する谷内の遺跡として、赤羽・伊奈氏屋敷跡でも花

粉分析が実施されている（パリノ・サーヴェイ株式会

杜1984)。これらの遺跡はいずれも泥炭層が発逹して

おり、縄文時代中期から古墳時代以降の連続した分析

成果が得られている。そこで、広域的な植牛を反映す

ると思われる木本花粉に着日すると、今囮行った結果

も含めて類似する傾向が認められる。

3000~4000年前以前の群集は、コナラ属が卓越す

る。この傾向はそれ以降も継続するが、 3000~4000

年前を境としてスギ属とアカガシ亜属力咽i加する。こ

の変化は、大宮台地周辺部のみではなく、東京低地

（パリノ・サーヴェイ株式会杜， 1989aなど）、中川低

地（楡井， 1993など）、千葉県湾岸部（パリノ・サー

ヴェイ株式会社， 1988,1989b ;辻ほか， 1983)な

ど関東平野南部では普遍的に認められる傾向である。

これは、関東平野全般にわたってカシ類やスギの林分

が増加したことを示している。このような植生変化は

「弥生の小海退」にともなう気候の冷涼・多雨化に起因

していると考えられている（辻， 1989)。

全層準を通してコナラ亜属をはじめ、スギ属、サワ

グルミ属ークルミ属、クマシデ属ーアサダ属、ハンノ

キ属、ニレ屈ーケヤキ属、エノキ属ームクノキ属、な

どが多い。これらは低地から台地縁辺部にかけての湿

ったところによく生育する樹木であることから、谷斜

面を中心として生育していたと考えられる。これは、

樹種同定の結果、自然木としてヤナギ属・アサダ・ク

リ・カエデ属が認められたことと調利する。特に、 5 

層から 8層にかけては、カエデ属、 トチノキ属、 トネ
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リコ属など種類数か増加する。この時期には、湿地林

や渓谷林か分布できるような低地の範圃か払大したも

のと考えられる。

(2) 低地の環境と植生について

低地の環境について、主に草本花粉の産状から述べ

る。

12層では、草本花粉の種類数・個体数ともに少な

い。珪藻化石では、汽水域の環境と推定されているこ

とからしても、この時期はまだ海水の影響を受けてお

り、水域には植生が存在していなかったものと推定さ

れる。

10 • 11層では、草本花粉の種類数が増加し、特にヒ

シ属の検出が特徴的である。この時期になると、海退

が進んで淡水化するとともに、谷が砂堤などにより閉

塞して潟湖が形成されたと考えられる。このような状

況は、丸木舟が多数検出されている九卜）し里平野で典

型的にみられる（森脇， 1979）。このころは、潟内に

ヒシなどの水生植物は見られたものの、水生植物の発

達はまだ悪かったと思われる。

9層では、水生植物を中心に花粉化石の種類力咽り加

し、ミクリ属ガマ属、クロモ属、ハス属、ヒシ属、

タヌキモ属、サンショウモなどの水生植物力惰t出され

る。また、種実ではヒシが多輩に検出されている。こ

の時期になると、潟内に土砂や腐植がたまって浅くな

り、様々な水生植物が生育できるような環境になった

と考えられる。そこで、先に述べたような腐植栄養水

域を好む水生植物が繁茂するようになったと考えられ

る。丸木舟か多鼠に出土した八日市場市の栗山川およ

びその支流の調査をみると、丸木舟出土層準では今回

と類似した組成力所窟認されている（借当川遺跡調査会，

1985:パリノ・サーヴェイ株式会杜， 1995など）。栗

山川流域も砂堤によって閉塞された潟内であることか

ら、今回丸木舟か出土した時期の水域は、当時の栗山

川流域と類似した景観であったと推定される。また、

痔能泥炭層遺跡、四本竹遺跡、赤羽・伊奈氏屋敷跡で

も水生植物の種実遺体・花粉化石に富む今回とほぼ同

廿寺瑣月の泥炭層か確認され、類似した環境力吋佳定されて

いる。

5 ~ 8層では、水生植物の種類数は下位と同様多く、

ジュンサイ属が多産することが特徴である。ジュンサ

イ属は現在の日本ではジュンサイ一種が分布しており、

腐植栄養または貧～中栄養の湖沼。ため池に分布する

とされる（角野， 1994)。7層に引き続いて腐植栄養

な水域が広がり、ジュンサイをはじめとする水生植物

か繁茂していたと考えられる。また、湿った場所を好

む木本類の花粉化石が増加することから、谷の埋積か

進み、木本類が生育できる領域かひろかってきたと考

えられる。水系は違うが、赤羽・伊奈氏届敷跡では、

本層とはぼ同時期にはすでに4層でみられるような力

ャッリグサ科が多産する傾向がみられており、谷奥で

は谷の埋積が進行していたと推定される。

4層では、水生植物の種類数が減少する。特に 4a

層では、水生植物がほとんどみられなくなり、カャッ

リグサ科が多産する。これは、谷の埋積が進んで湖沼

的な環境から水深が浅い湿地へと変化したと考えられ

る。このような傾向は、寿能泥炭層遺跡では古墳時代

以降の堆積物に、四本竹遺跡では、 As-B降灰以降

で顕著に見られることから、水深が浅くなる時期が場

所によって児なっていたと考えられる。

今旧示したような、海域から淡水化し次第に埋積が

進んでいく様子は、本遺跡以外でも灯能泥炭層遺跡や

四本竹遺跡でも同様に追うことが可能である。しかし、

変化する時期は、各遺跡で巽なっており、上流ほど埋

積の進行が早い傾向にある。今後は、ボーリング調査

で行った試料を用い、今回よりも下位の層順に関する

調査を行う予定になっている。この成果が出た段階で、

各地点の屈序も含めて再検討し、時代を追って対比す

ることによって、見沼低地の発達過程について言及し

ていきたい。

(3) 種実の形状について

今回検出された種実の形状について、いくつかの興

味深い知見が得られたので、ここに記述する。

今回検出されたヒシ (Trapajaponica Flerov)の

果実は変奥か大きいか、写真図版に示したように2つ
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のタイプに大別される。一つは角の部分の大きさが4

cmを越える大型のもので、擬角の発逹か著しく、上位

角も太く発達する個体である。もう一つは3cm程度と

小割で、上位角は細く、擬角の発達もみられないもの

である。前者のタイプは現生に存在するイボビシ

(Trapa bispinosa Roxb. var. Makinoa Nakano) 

の形状に近似する。イボビシは、別種扱いされている

場合もあるが、角野 (1994)ではヒシに合めている。

ヒシ属は、舟能氾炭層遺跡（邑田1982)や赤羽・伊奈

氏屋敷跡（南木， 1984)でも多量に報告されている。

特に南木（1984)では、遺跡出土のヒシ属の形態に

ついて、これまで報告されている化石種とも比較しな

がら、現生には存在しない形状のものもいくつかあっ

たことを指摘している。今回出土のものも詳細に検討

すれば、現生には存在しない形状のものが有る可能性

もある。本報告では、とりあえず現生の分類に基づい

たが、ヒシ属の種実の形態については多くの課題が残

されていると思う。

今回検出されたクリは、今日みられる野生のクリが

2 cm前後が平均的であることからして、かなり大型で

ある。大剋のクリは、赤羽・伊奈氏犀敷跡で推定で4

cmを越えるようなものが報古されている（南木，

1984)。大型のクリは縄文時代の遺跡でいくつか報岩

例がある。このような大匹］のクリは、半栽培の過程で

生まれたものであるとする見解もある（中尾， 1974)。

また、最近の報告では、クリの栽培がDNA解析に

より明らかになったとされる報告もある（山中はか，

1997)。このようにクリの栽培に関する研究は多く、

今後も様々な角度からさらに検討していく必要がある

と思われる。

8.木製品の樹種について

出土しだ木製品は、丸木舟・丸木舟を繋いだと考え

られる杭・板状加工材・弓状加上材の 4点である。

丸木舟はムクノキであった。縄文時代の丸木舟につ

いては、これまでにも多くの遺跡で樹稲が明らかにさ

九ている（山内， 1950, 1954;島地・伊東， 1988)。

これらの結果を見ると、今回確認されたムクノキは、

北区中里遺跡、千葉県加茂遺跡で報告例が知られてい

る（亘理・山内， 1952;能城・鈴木， 1987)。また、未

公表試料であるが、神奈川県内でも出土例かある。こ

れらの結果を見ると、ムクノキの丸木舟は南関東に集

中しており、本地域に特徴的な用材と考えられる。今

後さらに試料を蓄積して、用材の地域性等を明らかに

したい。

丸木舟を繋いだと考えられる杭は、種類を明らかに

することはできなかった。しかし、杭は枯本的に遺跡

周辺に生育していた木材を利用したと考えられる。し

かし、丸木舟と杭とで年代値に追いがあることから、

丸木舟とは使用年代が児なる可能性もある。

板状加工材はヒノキ属、弓状加工材はクリであった。

これらの加工材は、用途の詳細が不明であるが、板ヘ

の加工が容易なヒノキ属を用いるなど、加工法によっ

て種類を選択していた可能性がある。

9.今後の課題

今回の調査では、調査域か汽水域であった頃以降の

局所的な環境変遷を明らかにしたが、周辺遺跡との比

較は充分でなく、今後の課題として残されている。今

回の発掘調査では、調査区内においてボーリング調査

が実施されており、コア試料が得られている。この試

料について総合的な自然科学分析調査を実施すること

により、海進初期の段階から最盛期、停滞期、海退期

に至る水域の変化、周辺植生の変化を明らかにしてい

きたい。また、木遺跡の他の見沼低地に位置する遺跡

の成果との比較検討を行い、見沼低地の古地理を復元

していきたい。これらの情報は遺跡の立地環境や上地

利用状況を時空間的に評価していく上で有効であると

考えている。

註（1) サンプリング当時弓状加工品とした樹木は、そ

の後の洗浄などの結果、自然樹木と判明した。
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出土木製品 (2)
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l.As-B軽石 (T-1) 2. As -B軽石 (T-2)

2mm 

附編 図版 1 テフラ

ー 図版 7-



8
 

11 

— ー゚ μ m 

l. AcUnocyclus normanj j (Greg.)廿ustedt（試料番号9)
2. AcUnocyclus normanj j (Greg.)Hustedt（試料番号9)
3. AcUnocyclus normanjj fo. subsalsa (Juhl. -Dannf.)Hustedt（試料番号9)
4. AcUnocyclus normanj j fo. subsalsa (Juhl. -Dannf.)Hustedt（試料番号9)
5. Thalassjosira lacustrjs (Grun.)Hasle（試料番号8)

6. Cyclotella meneghiniana Kuetzing（試料番号10)
7. Cyclotella caspia Grunow（試料番号9)
8.Aulacoseira italica var. valida (Grun.)Simonsen（試料番号4)
9.Aulacoseira ambigua (Grun.)Simonsen（試料番号4)

10. Aulacoseira ambjgua (Grun.)Simonsen（試料番号4)
11. Aulacoseira Jaevissjma (Grun.)Krammer（試料番号6)
12. Aulacoseira granulata (Ehr.)Simonsen（試料番号7)
13. Aulacoseira distans (Ehr.)Simonsen（試料番号6)

附編図版 2 珪藻化石 (I)
—一図版 8 -



27 

26 

30 

14. Fragilada bicapitata A. Mayer（試料番号6)
15. Fragilaria construens (Ehr.)Grunow（試料番号4)

16. Fragilaria construens fo; Mnodis (Ehr.)廿ustedt（試料番号4)

17. Fragilaria construens fo. binodis (Ehr.)廿ustedt（試料番号4)

18. Fragilaria construens fo. venter (Ehr.)Hustedt（試料番号4)

19. Fragilaria construens fo. venter (Ehr.)Hustedt（試料番号4)

20. Fragilaria construens fo. venter (Ehr.)Hustedt（試料番号4)

21. Tabellaria fenestrata (Lyngb.)Kuetzing（試料番号6)

22. Tabellaria fenestrata (Lyngb.)Kuetzing（試料番号8)
23. Eunotia gracialis Meister（試料番号6)
24. Cymbella naviculiformis Auerswald（試料番号8)
25. Diploneis ovalis CHilse)Cleve（試料番号8)

26. Gomphonema acuminatum Ehrenberg（試料番号5)

27. Gomphonema truncatum Ehrenberg（試料番号4)

28. Gomphonema parvulum Kuetzing（試料番号8)

29. Navicula baci llum Ehrenberg（試料番号7)

30. Navicula pseudo]邸 ceolataLange-Bertalot（試料番号8)

31. Navicula pupula Kuetzing（試料番号9)

32. Navicula sp. -1（試料番号10)

— ー゚ μ m 

附編図版 3 珪藻化石 (2)
ー図版，＿



35 

36 

38 

33 

_ ー゚μ m 

34 

33. Neidium ampliatu町 (Ehr.)Krammer（試料番号8)

34. Pinnularia viridis (Nitz.)Ehrenberg（試料番号7)

35. Nitzschia levidensis var. salinarum Grunow（試料番号10)

36. Rhopalodia musculus (Kuetz.)0. Muller（試料番号10)

37. Eunotia flexuosa (Breb.)Kuetzing（試料番号7)
38. Eunotia monodon var. tropica Hustedt（試料番号5)

37 

附編図版 4 珪藻化石 （3)
ー 図版 10-



50,μm 

一(1-8) l.クルミ属（試料番号7)

3.ブナ属（試料番号7)
5.クマシデ属ーアサダ属（試料番号7)
7．ニレ属ーケヤキ属（試料番号7)

lb 

2.スギ属（試料番号7)
4．エノキ属ームクノキ属（試料番号7)
6.トチノキ属（試料番号7)
8.ジュンサイ属（試料番号7)

附編図版 5 花粉化石 (I)

ー 図版 II-



50μm 

一(9-11,14,15) 
50μm 

一(12) 
50μm 

一(13) 
9．サナエタデ節ーウナギッカミ節（試料番号6)10.コナラ亜属（試料番号7)
11．ハス属（試料番号8) 12.ヒシ属（試料番号7)
13.クンショウモ属（試料番号8) 14.スイレン属（試料番号6)
15.タヌキモ属（試料番号7)

附編 図版 6 花粉化石 (2)

ー 図版 12-
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．^  

1.ヒノキ属（板状加工材）

2．ヤナギ属（11層下部）

3.アサダ（自然木）

1a 

a :木口，b:柾目， C:板目

ー 図版 13-

一200μm:a一200μm:b, c 
附編図版 7 木材化石 (I)



4.クリ (10~11層自然木）

5.ムクノキ（丸木舟）
6.カエデ属(10層自然木）
a :木口， b:柾目，C:板目

附編図版 8 木材化石 (2)
ー図版 14~

一200/1m: a 一20011m:b, c 



一2001-1m:a 一2001-1m:b, c 

8
 ，

 

10 

11 

1mm ＿ 
(13) 

1 mm ＿ 
(12) 

1 cm 

一(8-10) 
12 

13 

7. 散孔材（杭— 7)

a:木口 b:柾目．

8.ヒシ（舟の中）
11.クリ（舟の中）
12.オニバス（舟の中）

c:板目
9.ヒシ（舟の中）
1 o.ヒメビシ（舟の中）
13.ヒルムシロ属（舟の下C)

附編図版 9 木材・種子化石

ー 図版 15-
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市町村 ：遺跡番号

北 緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
m 2 

だいどうひがし 埼さいた玉まけ県んう浦ら和わ市し
大道東遺跡 11204 270 35'53'31" 139'40'25" 19970401~ 330 河川改修

お大おあ字ざ三みむ室ろ
19970531 

あ字ざ大だい道どう

栞Bヨ ち ほか6521 地4他

所収遺跡 種 別 主な 時代 主な 遺構 主な遺物 特記事項

大道東遺跡 包蔵地 縄文時代 縄文土器 縄文時代中期の丸木舟

木製品 が、一部破損された状

態で出土した。
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芝川河川改修関係
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